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気質学の起源について
一 エンペ ドクレスからラテ ィーニヘ ー

伊藤 良 r

気質学と関わりの深い四つの元素について、占代ギリシャのシロスのフェレキデスは水、風、火

がクロノスから流出すると主張しました.ま た古代ギリシャのと賢人のひとりであるタレス (前

624頃～ 547頃)は 「総ては水から生まれたJと 基本理念を語り、ヘラクレイトス (前550頃～ 480

頃)は 「総ては火から生じた」と語りました=!

紀元前 5世紀にギリシャで濠1作家や抒情詩人、叙事詩人の全盛期が終わりを告げ、代わりに哲学

者、歴史家、雄弁家、政治家が台頭しました.詩 人にして指導的政治家、医師、教育者と多才を極

めたエンペ ドクレス (前494～ 434)は その指、子と親交があったピタゴラスの功績を公開していま

す.エ ンペ ドクレスによればJ、現象世界は所謂四元素に支配された結果でした.彼 は地水火風を

紳的 。本質的な原諸力として捉えて、その中で愛と|曽`しみという形成ノ」が働いているとしました=

アリストテレスと同じように思考内容と知覚される内容とを一致したものと見ていました,エ ンペ

ドクレスは地水火風とlW.臓、脳、肝臓、胆嚢を対応Fkl係にあるものとしました=

「人間への愛が存在するところには、芸術への愛も存在する」というこの有名なヒポクラテス!

(前460～ 375)の言葉には、占代ギリシャの精神がその深屑で捉えた 「人間性に在る美」が現され

ています=プ ラトンやアリストテレスもヒポクラテスの人物の偉大さを証言しています:彼 の者名

な青作集は 3世紀始めにはアレクサンドリアの図書館にまでもたらされ、世界的な名声を生むこと

となりました:占 代ギリシャ人は哲学的に鍛錬された思考の形成と並んで、周夕刻芸術が担1想とする

ような先成された人間容姿の追求に対しても尊敬と愛情を持っていましたi

そしてまた 「ヒホクラテスの生誓」の名で親しまれる余りにも有名な次の文章は、今日なお、医学

における良′亡ヽ的な在り方への最良の導き手となっています:

「そして私は息者の治なの為に私の智と能力の限りをナミくして生命の有様の話基本をi芭用し、逆

に忠者を駄口にしたり傷つけるようなことは決してしません‐私はまた何人に対しても死にキiらせ

るような実を処方せず、こうした忠|キを決して与えません:私 はまたいかなる女|■`に対しても,台児

のlt命を殺すような手段を
′
チえません―私は私の人生と医術をいつも純潔でi黎1笥なものに保ちます:

このヒポクラテスこそは、エンペ ドクレスと並んで人間の四つの気質が意味する人間学的意味関

係を治療的意味においても初めて忍めた人でした:彼 は様々な要素や現象を「j柏【性によって4/tえよ

うとしました そ れは例えば呼吸における呼気とllk気、そして胆嚢と粘液などです:‖予H71kには精神

とフ田育を】J嚢と粘i十死には生命力と肉体を関連させました そ の後、llllつの気質を、そしてついには

四つの原lllをこれに適用しました :

「人間は体内に血液、lNli液、ゴF色の、また黒色の服汁を持っている:そ してこれらのものが体質

を形作る:病 気や健康もまたそれによる 健 康が非常に良好なときはこのPHつの気質の洋とイド状態が

均衡を1オtっている―それは質と苺iにおいてであり、Hr能な限り充分に況合されているということで

ある!… そして身体の円つの原llHは熟、■、乾、,早である」
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ここでHHつの身体的な礎的力とは血液 (ラテン占r,でsa n g u i s i、粘液 (p hにgn l a )、裁騨1汁 (c h o l e、

黒月!!汁(r n e r l a l l l a  c h oに)で あり、身体の四つの原理とは熱 (Hえかく乾いたもの一火)、湿 (暖かく

こヽったもの一空気)、英 1冷たく湿ったもの一水)、乾 (冷たく屹いたもの一|コです!

後の,■べるところからすれは、なての病の本質は体'F生や気質のf県った淀合です[彼 の F総てのよ

術に医学は先んずる」という観点は、彼の思考の核を成しているようですi

現代科学の立場からは、このような考えを理解することは1村難でしょう― しかしヒポクラテスの

時代の医学において、技術的なええが今日に比べていかに単純で不完全であったかを考えるならは、

診断や予後判定のために今日におけるものとは全く異なる可能性がありえたに違いないという考え

に至ることもできるでしょうt繊 細で注意深い観察に加えて、しばしば天才的で直感的なひらめき

が、息者を全体性において診断することを可能にしたと言われています.こ のことでまた、そんな

全く違った体質をもった人間に対しては、同じ一つの病気にもかかわらず、果なった原lt lを見つ|十

ることもあるのです.

ヒポクラテスにとって、人間とは生命力の現れであり、内体と′とヽと不チヒの精神の相互関係によ″′

て成りたっていました。それゆえある治療のためには、これら総ての観点が考慮される必要があぅ

たのです.

小アジア、ベルガモンの出身の著名な医師であるガレ (1 3 0～19 9 ) 1 1まヒポクラテスを師と仰t`

でいました.彼 は眼ましを外に向けるとLI Bつの要素が現れ、限差しを内青|;に向けたときにそれはFI

己体験の中に現れるとして、地を 「黒胆汁」、水を 「粘液」、空気を 「隼魂」、火を 「血液」と対応き

せました.更 にダンテの教師であり、友人でもあったブルネット・ラテイーニ (1 2 2 2～1 2 9 4 1 1主

『宝石箱Jと いう彼の詩の中の、気質と/L素に関する部分を取り扱った次の文章の中で、占代から土

く観点と完全に一致したものを捕き出しています

違った色を持っている

4つ の種類の波があるt

個々の出来にしたがって

あらゆる物を凝縮させ

しばしば変化を創り出す、

ひとつの液が、前に出て

別の液を従えるこ

冷たく乾いた醜い液は

憂鬱質に満ちている、

温かく湿った別の液は

血液の力のもとにあって、

爽やかさと喜びに満ちている ;

粘液質は上へと昇り、

湿って冷たい、

こうした人は鈍重で

くよくよしたがる癖がある.
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さてやってきた胆汁質は、

とても熱くて乾いている

容易に人を勇気付け、

そして時には狂暴にするi

これら四つ

正反対のものたちを

心を持った存在の中で

調和を生み出し、

調整を行い、

抑制を保ち

それぞれを形にしよう、

生み出されてくる形態が

それらに貫かれるように.

他の方法を採るのでは

何も生めないことを知れ=

更に世界は

Lか ら Fまで

四大元素の

秩序と法則で形成される i

空気と、水と、火と、土と、

すべてに相応しい位置付けを,

なぜなら総てをうまくするため、

冷たいものを暖かいもので、

乾いたものを湿ったもので、

給て一緒に

個 々其 々に

同 じでない ものが同 じとなるよう、

抑えを利かせる、

何故なら総てが他に対し、

異なる敵にあい向かうi

人は誰でも独自性と

異なる形姿を持ちながら、

時に両者がかみ合わぬ、

しかしこの私が

そこに調和をもたらして、

別れたものが

ひとつに戻る

私は世界を
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保ち、支える

神の意思に従って:

紀元前 7世紀に始まった気質学の教えは、13世紀にはこのような詩の形式に現されていました

そして 20世紀の現代においては教育家ルドルフ ・シュタイナーが、それら気質に関する先人の考え

をさらに発展させ紹介しています,彼 は人間という存在が地水火風という四つの地上的な要素と労i

い関わりを持っているだけでなく、一古代ギリシャでは白明の観点であった一全宇宙とも強いつな

がりの中にあると言え明していますこまた、 と りわけ気質に従った教育上の配慮について、多くの典

味深い示峻を残しています・=
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